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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、産後の女性と、産後の女
性を取りまく専門職および家族や地域社会の
人々が利用できる「インターネットを利用し
た周産期メンタルヘルスサポートプログラ
ム」を開発し、その有用性を評価することで
ある。 
 ホームページは、「妊産婦用支援サイト」、
「周産期メンタルヘルスに関する家族・一般
向けページ」、「周産期メンタルヘルスに携わ
る看護専門職用ガイドライン」の３つから構
成されるものとした。 
 
(1)ホームページの開発 
①それぞれのページについて筆者が行った

先行研究および周産期メンタルヘルスに関す
る文献をもとに原案を作成し、②助産師、保
健師、精神看護専門看護師、精神科医、産科
医等の専門家および産後うつ病の体験を持つ
一般女性に協力を得、妥当性を評価し、原案
を修正して web 上に公開、さらに③周産期メ
ンタルヘルスに関わっている助産師、保健師
を対象に質問紙調査を行い、表面妥当性、有
用性を評価する。その結果に基づいて修正版
を精錬し、④web にアクセスし、かつ研究協
力に同意した者を対象として内容妥当性、表
面妥当性、有用性の調査を継続することとし
た。 
(2)周産期メンタルヘルスに携わる看護専門
職用ガイドラインに基づいた教育プログラ
ムの開発 

①周産期メンタルヘルスに関わる看護職が、

それに関する知識・技術をより効果的に習得

することを目的として、「看護専門職用ガイ

ドライン」をもとに教育プログラムを作成す

る。②保健センターに勤務する保健師、助産

師、および産科に所属する助産師、看護師で

教育プログラムへの参加および調査協力に

応じた人を対象として、教育プログラムを実

施し、事前・事後調査、およびグループイン

タビューを通して教育プログラムを評価検

討する。その結果をもとに教育プログラムを

精錬することとした。 
 
 
２．研究の進捗状況 
(1)妊産婦用支援サイト（周産期にある女性

が産後うつ病を予防し、さらに自分自身の

精神的健康を維持・増進するために利用で

きるもの）を開発した（19～20年度）。 

(2)周産期メンタルヘルスに関する家族・一

般向けページ（周産期にある女性をとりま

く家族や地域住民が産後のメンタルヘル

ス、周産期にある女性への関わり方につい

て理解を深め、そのことによって女性自身

が適切なサポートを得たり、また専門家に

気兼ねなく相談できるようになることを

目的とするもの）を開発した（19～20年度） 

(3)周産期メンタルヘルスに携わる看護専門

職用ガイドライン（周産期の女性に関わる

保健師、助産師、看護師が周産期メンタル

ヘルスに関する理解を深め、女性の精神健

康状態を正確に把握し、かつ精神健康状態

に応じた援助方法を習得することを目的



とするもの）を開発した（20～21年度） 

 

①玉木が行った先行研究結果を基盤に、周産

期メンタルヘルスに関する文献等を参考

にして妊産婦用支援サイト、周産期メンタ

ルヘルスに関する家族・一般向けページ、

周産期メンタルヘルスに携わる看護専門

職用ガイドラインを作成した。 

②作成された原案の内容妥当性について周

産期メンタルヘルスに関する専門家およ

び産後うつ病の体験を持つ当事者7名によ

って評価した。 

③調査結果をもとに支援サイトを精錬し、 

Web上で公開した。 

④修正されたページの表面妥当性・有用性に

ついて、周産期メンタルヘルスに関わる助

産師、保健師等に質問紙調査を行い評価し

た。 

⑤調査結果をもとにホームページを精錬した。 
 

(4)周産期メンタルヘルスに携わる看護専門

職用ガイドラインに基づいた教育プログ

ラムを開発した（21年度） 

①看護専門職用ガイドラインに基づいた教

育プログラムを開発した。 

②教育プログラムを用いた教育の効果を測

定するためのツールについて、文献をもと

に検討し、決定した。    
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 原案作成後、専門家や周産期メンタルヘル
スに関わる助産師、保健師を対象とした調査
を経て修正されたホームページは Web 上に
公開されている。看護専門職用ガイドライン
に基づいた教育プログラム案も 21 年度中に
作成し、評価方法も決定するなど、おおむね
当初研究計画に沿って研究が実施できている。 

 
 

４．今後の研究の推進方策 
 Web 上に公開されたホームページの閲覧者
を増やすために、当初予定通りチラシを作成
し、配布する予定である。それによって Web
上で行う調査の研究協力者も増やすことが出
来ると期待できる。 
 教育プログラムについては、周産期メンタ
ルヘルス研究会（岡野禎治三重大学教授代表）
の協力を得、プログラムの内容をさらに充実
するとともに、研究協力者の参加を促す予定
である。 
 
 
 

 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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